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第１章　現在


 
 
 まず目に入ってきたのは、先が見えないほど高く積まれたがらくたの、崖だった。薄暗いので、どこに何があるのかよくわからない。 
 
 　どこもかしこもガラクタだらけ。 
 　辺りを手探りし、立つのに体を支えてくれるようなものを探す。左手の小指に何かが触れ、それに体重をかけて立ち上がろうとした。 
 　しかし、体を支えていたその何かが、ぐらりと揺れたかと思うと、一気に崩れ落ちてしまう。それと同時に尻もちをつき、空気中に舞った埃を、咳き込みながら払った。顔についたごみを引っ剥がそうと頰を触る。 
 　濡れている。 
 　不思議に思い指先を見ると、水滴がきらりと光る。 
 　その中で粒子が白く艶めいている。ちらちらと光ったり影になったりしているところを見ると、反射光に照らされているらしかった。 
 　顔を上げてみた。 
 　頭上の遠い所にぽっかりと穴が空いていて、そこから白い光が、サーッと差し込んできた。 
 
 　再び前を見る。 
 　高く高く積み上げられたがらくたの先端、崖の上に誰かが座っていた。白くて長い髪が粒子に誘われてなびき、踊っているようで美麗だ。全身が光のもやに包まれていて、近寄りがたいほどの美しさを放っている。 
 　その人は、どちらかというと少年のように見えた。しかし長い髪、細い身体は、少女のように見えなくもない。白い光が、その人のどこか物憂げな表情と、浅いため息を照らしている。 
 
 　急に腰のあたりから無機質な声がした。 
 「Hello」 
 　驚いた拍子に思わず声を上げてしまうと、崖の上のその人が、こちらに顔を向けた。気恥ずかしくて顔を背け、先ほど聞こえた無機質な声の主を探す。 
 「ここです」 
 　すると、途端に赤い光が、足の方で光った。見下ろす。 
 　そこには、僕の腰ぐらいの身長しかない、見たことのない機械の体があった。 
 
 　黒く、スライドする平たい台のような足が、半球体のボディを支えていて、そのボディの真ん中に丸い目が一つだけある。 
 「申し遅れました。私はプナキア。ここのショクニンです」 
 　プナキアは、ギギっと音を鳴らしながら器用にお辞儀をしてみせた。 
 「ショ、ショクニン…？」 
 　聞き返すと、後ろから声がした。 
 「ありがとう、プナキア」 
 　先ほどまで崖の上で座っていたはずの人が、すぐ後ろに立っていた。２メートルはあるような崖から、もう降りてきたのかと感心した。 
 　プナキアはぱたぱたと瞬きしながら、足をスライドさせて音もなく去っていった。その姿は、すぐガラクタの奥に隠れて見えなくなった。案外可愛い動きだった。 
 　間近で見たその人は、人形のような整った顔をしていた。 
 「僕はネピル」 
 　少し高めで繊細さのある、少年のような声だ。 
 「君の名前は？」 
 　どきりとした。 
 　自分の名前も、なんでここにいるのかもわからないだなんて正直に言ったら・・・怪しまれるに決まっている。 
 「…あ、えっと、す、好きに呼んでほしいなぁ、なんて…」 
 　苦し紛れのごまかしだったが、ネピルはあっさりとした態度だった。 
 「じゃあ、ステラって呼んでもいい？」 
 　こうして僕は、ステラになった。 
 　わからないことが多すぎるので、まずはネピルからいろいろと情報を聞き出すことから始めた。 
 「あのさ、ここはどこなの？ 」 
 　ネピルはゆっくりと歩き始めた。 案内をしてくれるのだろうかと思い、僕はついて行く。 
 「うん、一言で言うのは難しいんだけどね・・・まあ一言で言えばガラクタ置き場だよ」 
 「一言で言ってるじゃないか」 
 　見ればわかるし。 
 「じゃあ質問を変えるよ。ネピルはここで何をしてるの？ 」 
 　聞くとネピルは苦笑いした。 
 　どこもかしこもガラクタだらけだが、 ネピルは、その小さな隙間をうまいこと通り抜けていく。 僕は体のそこらじゅうをガラクタにぶつけて、後を追うので精一杯だ。 
 「簡単に言うと、仕事をしてる」 
 　どんな仕事なのかと聞くと呆れられた。 
 「君も仕事をしに来たんでしょ？ 何言ってるの 」 
 　僕は仕事をしに来たのだろうか？ 
 
 
 
 
 
 



EPUB/nav.xhtml

藍色のソラとボリジン

		藍色のソラとボリジン






